
第１０５回全国高等学校野球選手権記念千葉大会 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年８月発行 

〔発行者〕千葉県教育庁企画管理部教育政策課 
〒260-8662 千葉市中央区市場町 1-1 

電話  043-223-4015 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

選手全員による一斉前進    選手宣誓（柏陵高 今井俊輔 主将）  冨塚昌子教育長の始球式で開幕 
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１６５校１４８チームによる千葉大会が７月８日に開幕しました。新型コロナウイルスの制限がな

くなり、スタンドからの大きな声援で選手を応援する光景が戻ってきました。決勝戦はＡシード校同士

の戦いとなり、春選抜ベスト８の専修大学松戸高校が、４年ぶりの優勝を目指した習志野高校を８－７

のサヨナラ勝ちで破り、２年ぶり３度目の甲子園出場を決めました。専修大学松戸高校はこの優勝で秋

春夏の大会連続制覇となりました。 

開会式 

決 勝 

表敬訪問 

７月３１日に専修大学松戸高校
野球部関係者による表敬訪問が
行われました。大森准弥主将が
抱負を述べた後、知事から「甲
子園では、千葉県代表として、
自信と誇りを胸に、熱気あふれ
る全力プレーで、６３０万県民
に元気と感動を与えてくれるこ
とを期待しています。」と激励の
言葉がありました。 

この件についての問い合わせ先  
教育振興部保健体育課学校体育班 電話 ０４３（２２３）４１０８ 

令和５年７月８日（土）ＺＯＺＯマリンスタジアム 
 

専修大学松戸高校 サヨナラ勝ちで甲子園へ！ 
 

決勝戦 習志野 対 専修大学松戸  １点を争う緊迫した試合展開   ９回２死からのサヨナラヒット 
 

春夏連続の甲子園へ 
 


